
リコーの新しい

価値提供

２０１５年９月１３日

株式会社リコー
常務執行役員 財務担当

瀬川 大介

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私（わたくし）は、株式会社リコーの瀬川と申します。

本日はリコーが進めている新しいことをご紹介したいと思います。

リコーと言えば、「コピー機（複合機）のリコー」と思い当たる方が多いと思いますが�本日は、コピー機以外のリコーを知っていただきたいと思います。



リコーのご紹介

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、リコーの概要を簡単にご説明いたします。
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リコーグループの概要

1936年

創業

21,514億円

連結売上高

109,751人

グループ従業員数

約200

事業を行う国・地域

229社

連結対象会社数

9,352億円

時価総額

株式会社リコー
＜証券コード：７７５２＞

（2015年3月期）

（2015年6月末現在） （2015年3月末現在） （2015年9月11日現在）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
創業は1936年。創業者は「市村清」。�お蔭さまで来年（2016年2月）に80周年を迎える

売上高はグループ全体で、約2兆1,514億円（2015年3月期実績）

事業を行っている国や地域は約200�お蔭様で世界中で事業を行っている

従業員数はグループ全体、世界中で約11万人

連結対象会社数は、229社（2015年3月末現在）

時価総額は、9,352億円（2015年9月11日末現在）��※2015年9月11日　株価終値　1,255.5円��※配布資料は、9月4日時点なので、当日投影するものと�数値が異なります
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リコーグループの強み①

日本極

アジア・
パシフィック
・中国極

欧州・中東
・アフリカ極

米州極

 約200の国・地域のお客様に密着した販売・サポート網

 幅広い分野のニーズに応える充実した製品・サービス

 画像処理・光学などの技術力・ものづくり体制

売上高比率従業員比率

国内

海外 海外

国内

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リコーグループの強みは

世界中で事業を展開しており�世界中に日々お客様と接する販売・サービスの人間がいる　（業界随一）��これが我々の最大の強み�
提供する製品の種類もさまざまなものを用意し、お客様に提供している�詳しくは後ほどご説明する

そして、さまざまな製品・サービスを提供できる�技術力、ものづくり体制が整っている

ちなみに、従業員数や売上高を見ても海外の比率の方が高くなっている��従業員は、国内が約3万7千人で、約7万人以上が海外��売上高も、6割以上が海外となっており�ここ数年は海外売上を増やすことで拡大している
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世界第１位
Ａ３ＭＦＰにて

2014年1-12月出荷台数ベース
（単機能コピー機含む、リコー調べ）

リコーグループの強み②

出展：米IFI Patent Intelligence調査結果より（2014年）

環境企業イメージランキング 米特許取得件数ランキング

1位 ＩＢＭ
2位 サムスン
3位 キヤノン
4位 ソニー
5位 マイクロソフト

１５位 リコー

21位 トヨタ自動車

・
・
・

・
・
・

1位 トヨタ
2位 パナソニック
3位 サントリーＨＤ
4位 東芝
5位 ホンダ

６位 リコー

10位 キヤノン

・
・
・

出展：第18回環境経営度調査（2015年版/日経リサーチ）

シェア

複合機 オフィスプリンター プロダクションプリンター

国内第２位
レーザープリンターにて

2014年度出荷台数ベース
（リコー調べ）

世界第３位
カラーカットシート機にて

2014年1-12月出荷台数ベース
（リコー調べ）

ＣＳＲ企業ランキング

総合

出展：ＣＳＲ企業ランキング（2015年/東洋経済新報社）

１０位

部門別
【環境】 ２位

１位

【企業統治+社会性】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加えて、我々の強みとしてシェアの状況をご紹介
＜複合機＞	複合機とは、複合的に色々な機能を持った複写機のこと�	英語で言うと、“マルチファンクションプリンター”、�	マルチ（色々な）なファンクション（機能）を持ったプリンター�	ＭＦＰとも言われている�	世界第１位	（Ａ3ＭＦＰ、2014年1-12月出荷台数ベース）�		*Ａ3カラーＭＦＰ、同期間でもシェア世界第1位
＜オフィスプリンター＞	
	国内第２位�	（レーザープリンター、2014年度[14年/4月-15年/3月]出荷台数ベース）�＜プロダクションプリンター＞
	世界第３位	（カラーカットシート機、2014年1-12月出荷台数ベース）��このように印刷する製品においてはグローバルで高いシェアを獲得している

また、我々は長年“環境経営”に力を入れてきたが�第18回「環境経営度調査」で、持続可能な成長への取り組みが優れていると思う�企業名を1-3位の順番で挙げてもらう「環境企業イメージランキング」では、第6位を獲得。��さらに、ＣＳＲ（企業の社会的責任）と財務の両データから「信頼される会社」を見つける「ＣＳＲ企業ランキング」では総合で第10位、�部門別では【環境】部門で第2位、【企業統治+社会性】部門で第1位を獲得。��さらに、特許関連の情報サービスを手がける米IFI CLAIMS Patent Services　が発表した米特許取得件数ランキングでは、第15位を獲得。
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リコーグループのビジネスは？

産業分野
その他分野

８９％

５％
６％

サービス
（ドキュメント・ＩＴ）

プロダクションプリンター
（企業内印刷/商用印刷）

複合機
（コピー、ＦＡＸ，プリンター、スキャナ機能など）

ファクシミリ他

オフィスプリンター

画像＆ソリューション分野

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リコーグループの事業は大きく分けて3つの事業に分かれている。
1つ目は、画像＆ソリューション分野。約9割を占めている。
２つ目は、産業分野。こちらは5％程度。
３つ目は、その他分野。こちらは6％程度。


約9割を占める画像＆ソリューション分野の内訳をみていく
＜画像＆ソリューション分野＞
オレンジ色の部分が複合機。やはり複写機/複合機の割合が大きい会社ではある。
その次にファクシミリ等、オフィスで使う製品。
さらには、オフィスで使用するプリンター。

加えて、大きな割合を占める「サービス」と呼ばれる部分。�オフィスで扱う文書を一元管理するしくみを構築したり、�オフィスで使用するパソコンのネットワークを整備する「サービス」と呼ばれる�事業の割合が大きくなっている。
そして、商業印刷で使用するプロダクションプリンター。

複合機中心の会社というのは正しい。�ただ、複合機の割合は全体の半分を切っており、実は半分以上が複合機以外のビジネス。

ぜひ、本日はリコーは複合機だけの会社ではないということを覚えていただきたい。
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画像＆ソリューション分野の拡大

（億円）

普通紙複写機トップ企業の
地位を確立

プリンター事業へ参入

アナログから
デジタルへの転換

モノクロから
カラーへの転換

新たな事業を継続的に創出しながら成長

プロダクション
プリンター

サービス

ファクシミリ他

オフィスプリンター

複合機

グローバル経営の拡大

新規事業の拡大

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一番大きな割合を占める�「画像＆ソリューション分野」がどのように拡大してきたかというグラフ。

確かに、2000年ぐらいまでは�「リコーは複合機の会社」と言われるように複合機の割合が高かった。

ただし、2000年以降は複合機のビジネスの拡大と同時に�さまざまな事業が加わり、拡大・成長してきた。

複合機以外のビジネスが拡大してきたことが、�このグラフからご確認いただけると思う。



さらなる成長へ向けて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、「さらなる成長へ向けて」取り組んでいることについてご説明いたします。�
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成長のための基本戦略

～18次中計経営計画（2014年度から2016年度までの3年間）～

オフィス事業の収益力の強化と成長

新たな事業の柱の構築による成長

１

２

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
成長のための基本戦略として、大きく２つのことに取り組んでいる。

１つ目は、「オフィス事業の収益力の強化と成長」ということで�今やっているオフィス事業をもっと強化しよう、というもの。

２つ目は、「新たな事業の柱の構築による成長」　とことで�新しいことを強化していこう、というもの。
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インダストリ領域

ＦＡカメラ

セキュリティカメラ

リライタブル
レーザ

システム

オフィス事業の収益力の強化と成長

オフィス事業の収益力の強化と成長１

ろだくしょん

オフィス領域

コンシューマ領域商用印刷領域

新しい分野

新興国

先進国

既存事業 成長事業

サービス

デジタル一眼

THETA

複合機

プリンター

プロダクションプリンター

コミュニケーション

１

新たな事業の柱の構築による成長２ 新たな事業の柱の構築による成長２

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、1つ目の　「オフィス事業の収益力の強化と成長」　について��真ん中にある「オフィス領域」、複合機を中心としたビジネスを強化、拡大させようとしている。
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オフィス事業の収益力の強化と成長

2017年03月期までに

ろだくしょん

オフィス領域

新興国

先進国

既存事業 成長事業

サービス

複合機

プリンター

コミュニケーション

オフィス事業

新興国向け
新興国向けの事業規模を

２倍にする

新興国向け
複合機稼動台数成長率

２％以上

新興国向け
サービス関連の事業規模を

１.３倍にする

オフィス
領域

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複合機は既に使用されている企業も多く、もう伸びないのではないかと思う方が�いるかもしれないが、�我々はオフィス事業においてもまだまだ伸びる余地はあると考えている

先進国において、例えば米国では人口は増えていて、今後も経済発展が見込まれる。�経済成長が見込まれる新興国は、既に先進国で進めてきた複合機/プリンターを販売する従来のビジネスをまだまだ伸ばせる。��既存の複合機/プリンターに加えて、�さまざまな付加価値を提供するサービスも拡大させる。��
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成長事業既存事業

オフィス事業の収益力の強化と成長

クラウド
ネットワーク

紙

タブレット型パソコン

プロジェクター

インタラクティブ
ホワイトボード

文字、画像、
音声など

オフィス

テレビ/
Web会議システム

お客様先
サテライトオフィス

ホームオフィス

アウトソーシング

移動中

徹底的に競合に勝つ 新収益モデルを確立

ドキュメント・ＩＴ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もちろん、これまでの複合機/プリンターも製品力、販売力を強化していくが�それに加えて、��資料を投影するプロジェクターや、�離れたところでもすぐにコミュニケーションができるテレビ会議システムや電子黒板など�会社で使うさまざまな製品・サービスをリコーがまとめて全部サポートすることで、��オフィス事業を拡大させようとしている。
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新収益モデル

消耗品・保守契約

機器本体

従来

機器本体

消耗品・保守契約

新収益モデル

ドキュメント関連サービス

お客様の業務受託

コンサルティング

ＩＴシステム構築・運用

既存

成長

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
従来のビジネスモデルは、複合機・プリンターなどの製品を売り�その後継続して印刷していただくことで、消耗品（トナー/インク）を買っていただく。�これは非常に安定したビジネス。

今後は、この上に�先ほどご説明したコミュニケーションの製品やサービス事業を乗せて�更なる拡大を目指している。

強みのページでもご説明したが、�既に我々はグローバルに11万人の販売やサポートの人員・体制を持っているので�新たしい製品・サービスを加えることで、更に収益を上げられると考えている。
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新収益モデルの例（ヘルスケア分野）

医療現場

医療現場に特化した製品・ソリューションで
安全・安心をサポート

処方箋の管理 患部写真の管理

地域医療の連携

テレビ会議システムソリューション ソリューション

キーワードや時間帯で処方箋を
自動で振り分け出力する

専用カメラで撮影するだけで
患部写真と電子カルテを自動でひもづけ病院・地域をつなぐ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新しい収益モデルの一例を紹介

リコーでは、ヘルスケアなどの特定の業態に特化した製品・ソリューションの提供を行っている。

例えば��①キーワードや時間帯で処方箋を自動で振り分けるソリューション�②テレビ会議システムを利用し、病院・地域をつなぐソリューション�③専用カメラで撮影するだけで、患部写真と電子カルテを自動でひもづける�　　ソリューション��などがある。

ヘルスケアの他にも、「流通」、「製造」、「教育」などそれぞれのお客様の業種や�経営課題・業務課題に合わせて、最適な製品・ソリューションをワンストップで提供している。
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サービス事業の売上高拡大

高い成長を継続

（億円）

年平均成長率

約１３.０％

*ネットワークシステムソリューション分野における売上高

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（サービス事業が成長していることの証拠）

これまでご説明していた「サービス事業」は�この5年間を見ても、年平均で13％成長している。

規模にして3,000億円超える規模にまで拡大している。

今後も継続して2桁成長を目指していく。
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新たな事業の柱の構築による成長

オフィス事業の収益力の強化と成長１

新たな事業の柱の構築による成長２

コンシューマ領域商用印刷領域

新しい分野

デジタル一眼

THETA

プロダクションプリンター

２２

２

インダストリ領域

ＦＡカメラ

セキュリティカメラ

リライタブル
レーザ

システム

２
ろだくしょんｚ

オフィス領域

新興国

先進国

既存事業 成長事業

サービス

複合機

プリンター

コミュニケーション

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、新しいことは何をやっていくのかについて説明する。

「新たな事業の柱となる成長事業」ということで、�大きく３つの事業がある。

1つ目は、商用印刷領域�2つ目は、インダストリ領域�3つ目は、コンシューマ領域

それぞれについては、これから詳しくご説明します。
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商用印刷領域へ本格的に参入

３年間で1.3倍の事業規模に

• 大型ポスター/ウインドウグラフィックス/
懸垂幕/飲食店メニュー

• 冊子/カタログ
• 明細書/請求書 など

２m以上

商用印刷

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商用印刷は、非常に大型のプリンターを使った大量に印刷する�あるいは、大きなサイズのものを印刷するときに使用する製品。

中計の3年間で1.3倍の事業規模を目指す　（年平均9％成長）

ビジネスモデル（収益の取り方）は、複合機ビジネスと同じで�製品を入れて、消耗品を使っていただく。�それに加えて、サービス・サポートを加えて収益を稼いでいく。

商用印刷、決算ではプロダクションプリンティングというカテゴリーで開示しているが�今年度末で約2,000億円を超える規模になる見込み。　（2015/03期：約1,919億円）

例えば、右下にある製品は写真だと小さく見えますが�実際は縦2メートルを超える非常に大きな機械で�請求書などを大量に印刷する。

このように、オフィスだけではなく、�さまざまな素材に印刷したり、大量に印刷する商用印刷分野でも�新たな拡大を目指している。

************************************************
【参考】
2004年に日立プリンティングソリューションズ㈱を買収し�これを契機として本格的にプロダクションプリンティング事業を開始
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販売・サービス体制の拡充

販売促進策の企画・立案から
広告媒体の制作・販促物の生産まで
一連のプロセスをワンストップで支援

後処理出力
制作
編集

入稿

請求入力受注見積り

マーケティング
コンサルティング

梱包・
配送

印刷プロセス前工程 後工程

お客様の事業領域

連携

上流 下流

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商用印刷領域の更なる拡大を目指すため�昨年12月に米国のインテリジェントマーケティングテクノロジー企業を買収し�さらに今年3月に国内の広告マーケティング企業への戦略的投資を発表しました。

印刷プロセスだけでなく�その前工程にある「販売促進策の企画・立案」から�広告媒体の制作・販促物の生産、梱包・配送までの�一連のプロセスをワンストップで支援することを目指している。

オフィス領域のお客様に加えて、商用印刷領域のお客様にも�より高い付加価値を提供していく。
----------------------------------------------------------------------
インテリジェントマーケティングテクノロジー企業：PTI Marketing Technologies, Inc（米国）を買収　（2014年12月9日）
広告マーケティング企業：インターコネクトへの戦略的投資　（2015年3月18日）
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商用印刷領域の売上高拡大

（億円）

ラインナップの拡充と

直販体制により

着実に拡大

*プロダクションプリンティング分野における売上高

年平均成長率

約１１％

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（商用印刷領域が成長していることの証拠）

本格的に参入したのは2007年度からで�当時は1,000億円ぐらいの規模しかなかったが�約2倍まで拡大してきている。　（2015/03期：約1,919億円）

年平均成長率　1１％　と高い成長が続いている

商用印刷領域も、今後の我々の収益の柱となると考えている
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インダストリ領域の拡大

３年間で1.5倍の事業規模に

車載用途 セキュリティ

ＦＡ
（ファクトリーオートメーション）

インダストリ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にインダストリ領域を説明する。�分野としては、先ほど説明した産業分野に含まれる。��産業分野は現在1,000億円ほどの規模があるが、3年間で1,500億円ほどの規模にしたいと考えている。　

大きく分けて3つのカテゴリーに注力する。��1つ目は、	ファクトリーオートメーション、�	いわゆる工場の自動化に関わる事業。��2つ目は、	車載。自動車に乗せる部品やレンズ。��3つ目は、	セキュリティ。

1つずつご説明させていただく。
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ＦＡ（ファクトリーオートメーション）

ステレオカメラ リライタブルレーザシステム

ＦＡカメラ・レンズRECO-View入庫

組立

検査

配送

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、ファクトリーオートメーション　(工場の自動化）。

工場でやっている業務の中には色々ある。�まず、部品が入ってくる入庫、それを造る組立、最後に検査をして配送するというプロセスが工場にはある。

我々の製品・サービスが、工場のプロセスの中で活用できる。�例えば、�入庫の際にゲートを通るだけで何が入ってきたか認識できるRECO-Viewというシステム。�また、組立ではロボットの目となるステレオカメラ。�検査では離れた位置にあっても同時にピントを合わせることができるカメラ�さらに、配送では非接触でレーザにより印字/消去するシステムなどがある。

リライタブルレーザシステムは、実際に、仙台の生協さんでご使用いただいている。�コストも削減でき、手間もかからず、ゴミも出ない、ということで非常に喜んでいただいている仕組み。

このようにファクトリーオートメーション領域でも今後さらに成長できると考えている。
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車載機器市場へ本格的に参入

光学・画像処理・制御などの
コア技術を活かして、新しい価値を提供

運転支援・安全支援用の
各種モジュールなど

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インダストリ事業の2つ目は、車載。

リコーが、自動車と関連があるというイメージはあまりないかと思う。��カメラ事業を持っているので、�カメラ本体そのものや、画像をどう処理するか等の技術を持っている。�
ご存知の方も多いかもしれないが、��運転席から見えにくい、横(サイド)や後ろ(バック)を確認するカメラ、�危険を感知して停車させるセンサーなど、�自動車の運転支援・安全支援用の各種モジュールを提供している。��いくつかの自動車メーカーさん（社名は申し上げられないが）に採用いただいている。

今後も大きく成長できる余地がある市場。��自動車の電動化、知能化等の進展に対応し�光学、画像処理、制御などのコア技術を活かして新しい価値を提供していく。
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セキュリティ市場への事業拡大

街角、店舗、空港、国境警備など様々な場所で活躍する
セキュリティカメラ・システムを提供

デジタル双眼鏡 ズームレンズカメラ 各種監視カメラ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インダストリ事業の3つ目は、セキュリティ。

数年前にPENTAXという会社を買収しており、�さまざまな場所で活躍するセキュリティカメラ・システムを提供している。

例えば、監視カメラ等に使用されるセキュリティレンズ。��飛行場で、飛行機の発着陸を確認するための、�非常に高倍率なカメラ（ズームレンズカメラ）。��また、雨や霧などの影響をデジタル処理で除外して表示するデジタル双眼鏡は、国境・海上警備などでも活躍している。
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高耐久インクジェットヘッドで拡がる様々な可能性

産業用インクジェット事業

部品、試作品、鋳型に！看板・ポスター、ラベルに！

食品や医薬品などに！ さまざまな素材に！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リコーのインクジェットヘッドは、さまざまな用途に使える。

例えば、��街で見かける大型ポスターや看板、食品などのラベル��食品そのものや医薬品などへの印字��部品、試作品、鋳型��Ｔシャツなどの衣類、スマートフォンカバーといった、�さまざまな分野で活用していただいている。

このように新しいことを進めて、さらに活躍できる場を拡げていきたい。
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インダストリ事業の売上高拡大

（億円）

コア技術を活かし

着実に拡大

*産業分野における売上高

年平均成長率

約１２％

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（インダストリ領域が成長していることの証拠）

2009年3月期は1,000億円の規模だったが�今期は1,300億円を超える規模を目指している。�
実際に、年平均成長率　12％　と高い成長が続いている

インダストリ領域も、今後の我々の収益の柱となると考えている
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コンシューマ事業で新たな展開

ＰＥＮＴＡＸとリコーの技術を
組み合わせて新しい価値を創出

New

コンシューマ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いてコンシューマ領域。

PENTAXというブラントのカメラを中心に、かなりニッチなカメラでポジションを確立している。

光学機器メーカーの老舗であるPENTAXとRICOHのコラボだからこそ�提供できるユニークな価値ある製品を提供していく。
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今までにないカメラ 「リコーシータ」

リコーグループならではの新しい映像体験を提供

ビジュアルレボリューション

新規

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（ビジュアルレボリューションの領域）
映像革命、ビジュアルレボリューションの例としては、�今までにないカメラ　「リコーシータ」を販売している。　

1度シャッターを押すと、�上から下、右から左まで360度全てをワンショットで撮影できるカメラ。�
非常に面白いカメラということで好評をいただいている。

例えば不動産屋さんでは賃貸の部屋の間取りが１度で全て撮れ、非常に分かりやすく伝わりやすい。��また、人が確認しづらい天井裏などの検査にも使用できる。��ビジネス用途での高い要求に応えるため、�10月下旬に上位機種「RICOH THETA S」を発売する。�コンシューマだけでなく、ビジネスや産業分野でも色々な利用の可能性がある。��※上位機種「RICOH THETA S」：従来製品より高画質
***************************************************
【参考】
2013年10月　発売　　　　　　　（静止画のみ、白色のみ）
2014年11月　新モデル発売　（動画可能/カラーバリエーションが4/通信速度2倍）
2015年10月下旬　上位機種「RICOH THETA S」発売（予定）
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20年以上の豊富な3Ｄプリンター活用経験に基づき
お客様の価値創造をサポート

3Ｄプリント関連事業に参入

アディティブマニファクチャリング

インクジェット技術

3Ｄプリンターによる部品や製品の直接製造サービスの拠点
「RICOH Rapid Fab 厚木」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アディティブマニュファクチャリングとは、いわゆる３Ｄプリンターのこと。

昨年(2014年)9月に３Ｄプリント関連事業に参入。

今年4月より、事業拡大に向けて、３Ｄプリンターによる部品や製品の直接製造サービスを開始。�様々な材料の出力に対応する３Ｄプリンターを10台以上備えた、�国内でも最大規模の拠点「RICOH Rapid Fab 厚木」を構築し、�リコー自身がメーカーとして長年培ってきたノウハウを活かし、�コンサルティングから設計・造形まで一環して提供する。

自分たちでは３Ｄプリンターを造らないのか、ということですが�自社製造・販売も含めて研究・開発を進めている

我々はインクジェットヘッドの技術を持っており、既に我々のインクジェットヘッドは�３Ｄプリンターメーカーに採用されている��そのため、３Ｄプリンターを造ることはさほど難しくはないが�まずは既にある３Ｄプリンターを使って、ノウハウを高めてから�自社製造・販売を展開していきたい。



主な財務目標

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて財務目標についてご説明します
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1兆

0

2兆

（円）

連結売上高

（
見

通
し

）

リコーグループの連結売上高

過去最高を更新し、次の成長ステージへ
2016年3月期(見通し）

2兆3,200億円以上

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、いくつかの財務情報を説明

売上高は、今年度(2016年3月期)は、2兆3,200億円の見通し

過去最高を更新し、次の成長ステージへ邁進
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リコーグループの連結営業利益

500

1,000

0

1,500

（億円）

連結営業利益

（
見

通
し

）

中長期的に過去最高益更新を目指す
2016年3月期(見通し）

1,400億円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営業利益は、2008年の世界金融危機を受け、下降トレンドとなったが�構造改革や成長に向けた投資の成果などによりV時回復を実現

今年度(2016年3月期)は、1,400億円の見通し

中長期的に、過去最高益更新を目指す
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ＲＯＥ

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）

（％）

中長期的には10％以上を目標とし

過去最高レベルを目指す 2016年3月期(見通し）

８％以上

（
見

通
し

）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ROEは、今年度(2016年3月期)は、8.0％以上の見通し

中長期的には10.0％以上を目標とし、過去最高レベルを目指す




33/39(C) 2015 Ricoh Co. Ltd. All Rights Reserved

安全性について

株主資本比率 純負債金額 債権格付け

連結有利子負債

8,441億円

*2015年6月末時点
※ファイナンス事業除く

2015年6月末時点 *2015年8月時点

39.6％

-1,236
億円 Ｒ＆Ｉ ：ＡＡ-

Ｓ＆Ｐ：Ａ

※

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主資本比率は、39.6％と安定的な財務体質を維持

連結上は有利子負債が8,441億円と大きく見えるが�子会社のリコーリースで金融事業を行っているため、資金の調達が必要。�リコーリースに関連する負債を除いた純負債金額は-1,236億円となり、�実質的な負債は少ない

その結果、�債権格付けにおいても�格付け会社からダブルＡマイナスとシングルＡの高い評価をいただいている
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株価の推移

利益の改善とともに、株価の上昇を目指す

株価

（円）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
利益の回復に合わせて、2012年後半から株価も回復基調

中計の目標に向けて、業績を達成していけば�さらに高い評価をいただけると思う




株主還元および株主優待

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、株主還元および株主優待について説明
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年間配当金の推移

 中長期的な成長を見据えた安定配当を継続
 総還元性向は３０％を目安

年間配当金

2016年3月期（見通し）

35円

（
見

通
し

）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配当については、中長期的な成長を見据えた安定配当を継続

総還元性向は30％を目安

業績の回復を受け、�今年度（2016年03期）は1円増配の35円を予定（年間配当性向31％）

配当金としては過去最高




37/39(C) 2015 Ricoh Co. Ltd. All Rights Reserved

主な経営指標

配当利回り ＰＢＲ ＰＥＲ

2.79％

*2015年9月11日時点
*2015年6月末
1株当たり株主資本に基づく

*2015年9月11日時点
通期見通しベース

0.82倍 11.0倍

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配当利回りは、9月11日時点で2.79％

※配布資料は、9月4日時点なので、当日投影するものと�数値が異なります

ＰＢＲ（株価純資産倍率）は、0.82倍�ＰＥＲ（株価収益率）は、11.0倍　となっていますが、�本日ご説明したような成長を実現していけば�資本市場からの評価をさらに高めていくことができると考えている



38/39(C) 2015 Ricoh Co. Ltd. All Rights Reserved

株主優待

企業活動への理解を深め、
さらにリコーに親しみをもっていただくために

Ａ：優待品（カレンダー） Ｂ：優待イベント（抽選）

Ｃ：カメラ特別販売

卓上カレンダー
もしくは

壁掛けカレンダー を贈呈

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リコーならではの株主優待を実施している

一般的な株主優待とは少し意味合いが異なり、金券や物品を差し上げる�というよりは、リコーへの理解深め、親しみを持っていただきたい�という想いで実施している

【A】	カレンダー�	
	*参考：2014年度は森田カレンダーだったが、2015年度は未定�

【B】	カメラセミナーなどの参加型の優待イベント

【C】	リコーイメージング㈱のカメラ特別販売
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ぜひＩＲサイトもご覧ください

ＩＲホームページ

ＩＲトップページ
個人投資家の皆様へ

リコー ＩＲ で検索 個人投資家の皆様へ

メール配信

決算情報やニュースリリース、
その他のＩＲ情報を電子メール
でお知らせ（月1回程度）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上をもって、会社説明は終了

リコーに対するイメージは変わったでしょうか。�これを機に、リコーについて興味を持っていただけましたなら幸いです

さらに詳しい内容を知りたい方は、�リコーIRホームページサイトをご覧ください

ご清聴いただき誠にありがとうございました




ご清聴、

ありがとうございました。
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